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1 はじめに 

平成 7年 1月 17 日に発生した阪神・淡路

大震災の例を見るまでもなく,発災初動期

における応急対策活動の如何によって,人

的被害の程度が大きく左右されることは,

疑う余地もありません。 

このことから静岡県では,発災初動期に

災害対策要員がとるべき,具体的な災害応

急対策の手法を体系的に習得できるイメー

ジトレーニング(以下「イメトレ」と言う。)

及び図上訓練にいち早く着目し,静岡県独

自の訓練手法を確立すべく,試行錯誤を繰

り返してきました。 

未だ発展途上の段階ではありますが,今

回紙面をお借りして,現在本県で実施して

いる図上訓練の概要について,紹介をいた

します。 

 

 

2 イメトレ・図上訓練の概念 

○イメトレとは…「頭のトレーニング」 

東海地震等の災害を想定し,実際に地震

が起きた場合に,災害対策要員自身がその

時点において取るべき具体的な応急対策を

時系列的にイメージし,どのようにしたら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うまく行動できるかを考え,この作業で明

らかにされた問題点や課題を整理すること

により,現行の地域防災計画や体制の見直

し,要員の災害応急対策への認識を深める

ことができる手法です。 

本県においては,図上訓練を円滑に実施

するための予行学習と位置付け,図上訓練

とセットで実施しています。 

○図上訓練とは…「実践的トレーニング」 

災害の発生にともなう各種の事態を一連

の状況として予測し,これに対する災害対

策要員の状況整理,各担当業務間の連携及

び対処の要領等について,統一された対応

策を遅滞なく講ずることのできるように,

実際に災害対策本部を開設し,被害想定地

図や表示駒等を使用して実践する訓練をい

います。 

この訓練では,情報の収受から災害応急

対策の立案まで,具体的に各担当の任務や

意思決定までの一連の過程が検証できます。 
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3 本県におけるイメトレ・図上訓練の経過 

○昭和 57 年度～ 

・「業務演習」という名称で,本部災害対

策要員を対象とした地震災害応急対策

の立案,防災関係機関との調整等に係る

訓練を実施 

○昭和 60 年 3 月 

・「静岡県地震防災机上訓練の手引き」を

作成 

・以降,この手引きをもとに「机上訓練」

という名称で,本部災害対策要員の訓練

を適宜実施 

○平成 6年 9 月 1日 

・総合防災訓練の中で,初めてイメトレ

を実施 

○平成 7年 7 月 

・神奈川県西部地震を想定したイメトレ

を熱海市,伊東市が参加して実施 

○平成 8年 4 月 

・県下 9 箇所にある災害対策支部を支援

する組織として,緊急防災支援室(スペ

クト)が発足したことに伴い,今まで未

実施である災害対策支部及び市町村の

イメトレ・図上訓練の実施を推進 

・この頃から「図上訓練」という名称を使

用 

○平成 10 年 6 月 

・災害対策支部向けマニュアルを作成 

○平成 10 年 8 月 

・市町村向けマニュアルを作成 

○平成 12 年 5 月 

・マニュアル改訂 

・このマニュアルをもとに県下市町村の

防災担当者を対象とした※研修会を

開催 

4 平成 11 年度の実施状況 

(1)県が実施した訓練 

○災害対策本部単独 

・イメトレ 1 回 

・図上訓練 1 回 

・テーマ「災害時の医療救護活動」 

○災害対策支部単独 

・イメトレ 2 回 

・図上訓練 2 回 

・テーマ「支部の初動態勢」及び「災害時

の医療救護活動」 

○災害対策本部・支部合同 

・図上訓練 1 回 

・テーマ「災害時の物資確保対策」 

(2)市町村が実施した訓練 

・イメトレ 16 市町村 

・図上訓練ユ 3市町村 

・テーマ「初動態勢の確立」他 

☆訓練実施済市町村数 

・イメトレ 35/74 市町村 

・図上訓練 29/74 市町村 

 

 

5 図上訓練の実施手順 

図上訓練の準備段階から実施に至る一連

の手順 につ いて , 前述 した※ 研修 会

(Hl2.5.19 実施)の実例をもとに説明します。 

なお,この研修会では「葵町」という架空

の町を設定し,町災害対策本部の初動対応

について,図上訓練を実施しました。 

(1)事前準備 

①訓練計画の策定 

訓練日時,参加対象者,テーマ,主要対

策項目等を設定し,訓練の企画書とも言

うべき訓練概要(表 1)を作成する。 
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②想定条件の設定 

被害想定に基づき,災害の①種類や規

模②季節や場所③危険度や被害状況等

の想定条件(表 2)を設定する。 

③シナリオの作成 

時問経過に対応した被害状況と,それ

に伴う災害応急対策の流れを記したシ

ナリオ(表 3)を作成する。 

④状況付与票の作成 

シナリオ上の時系列的に発生する事

象を 1 件ごと規定の様式に記載し,状況

付与票(表 4)として準備する。 

また,状況付与票を時系列に整理した

一覧表(表 5)を作成する。 

⑤訓練実施フローの作成 

訓練構成及び情報,対策の流れについ

て,訓練実施機関の実態に則したフロー

図(図 1)を作成する。 

⑥役割分担の決定 

・訓練統括 1 名 

訓練の進行状況を把握し,情報の振り

分けなど全体的な調整を行う。 

・検証役数名 

シナリオを十分把握した上で,第三者

的立場で参加し,訓練自体の進め方と対

策の実施状況について検証する。 

・統制グループ数名 

災害対策本部以外の関係機関(県,警

察,消防等)役を担い,情報の発信や要請

に対する回答を行う。 

・訓練グループ 

本訓練を受ける対象者のことで「プレ

イヤー」と称し,災害対策本部等の構成

員から訓練に必要な人員を招集する。 

 

(2)訓練実施 

①訓練会場(災害対策本部室等)の準備 

座席表示,地図(図 2),ホワイトボード,

表示駒,通信機器等を設置する。 

②実施方法の説明 

フロー図をもとにデモンストレーシ

ョン等を交えて,参加者全員が十分に理

解できるように事前説明する。 

③想定条件の説明 

訓練開始時までの想定条件を説明し,

プレイヤーに状況(場面)設定を認識さ

せる。 

④訓練の開始 

・シナリオ及び付与票一覧に従い,統制

グループからプレイヤーに対し状況付

与していくことで訓練を進める。 

・プレイヤーは,被害状況を地図やホワ

イトボードに記載するとともに,地域防

災計画,各種マニュアル等に基づいた対

応策を講ずる。 

・その他,訓練の進め方の詳細について

は,訓練実施フロー(図 1)に示す。 

⑤訓練実施上の留意事項 

・情報等のやり取りについては,全て文

書によることを原則とする。 

・実戦に近い訓練とするため,シナリオ

は訓練進行上の中枢となる人にだけ持

たせることが望ましい。(統制グループ,

総務班長,対策係長等) 

・シナリオの想定日時と訓練時間(実時

間)が相違する場合は,訓練用時計を設

置するなど,参加者が混乱しないよう十

分に配慮する。 

(3)訓練終了後の対応 

①検証結果の発表 
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検証役が訓練の検証結果を発表する。 

②意見交換会の実施 

検証結果を踏まえたうえで,参加者全

員による意見交換を行い,次回以降の訓

練に役立てる。(必要に応じて,アンケー

ト調査を実施) 

③計画等の修正 

検証結果を踏まえ,必要に応じて,地

域防災計画,各種マニュアル等の修正並

びに組織・体制の見直しを実施する。 

☆今回,紙面の関係で,イメトレの実施方

法については割愛しましたが,前述した

とおり本県では,災害対策要員の災害応

急対策への認識を深め,図上訓練をより

効果的なものにするため,訓練前にシナ

リオ上で発生する各事象ごとの対応策

を討議する場を設け,事前勉強会的な意

味合いを持ったイメトレを実施してい

ます。 

 

 

6 レベルアップへの取組み 

〈無限の進化と可能性〉 

今回紹介した事例は,もっとも基本的で

オーソドックスなものであるが,図上訓練

はニーズに合わせ,無限にアレンジできる

ことから,比較的容易にレベルアップを図

れる訓練であるといえます。 

実際に本県で実施しているもの又は,今

後取り組んで行きたいと考えているものを

次に上げてみました。 

・テーマを変える。 

・条件設定を変える。 

・シナリオをなくす。(特定の状況付与以

外は,参加者の裁量に任せる。) 

・文書のやり取りを口頭に変える。(電話,

無線等を使用し,様式に書き取る。) 

・代役をなくす。(関係機関の方に統制グ

ループとして参加してもらう。) 

・統制グループをなくす。(関係機関と連

携し,実際に使用する連絡手段を用いた

訓練を実施する。) 

 

 

7 おわりに 

以上述べてきたとおり図上訓練は,防災

対策上非常に有効な訓練手法であることか

ら,知事も大変関心を示しています。 

本県では,今後もより良い図上訓練を目

指し,研究を続けて行くとともに,市町村等

の実施促進についても,積極的に取り組ん

で行きたいと考えております。 

本文が,これから図上訓練をやってみよ

うと考えている方々に,少しでもお役に立

てれば幸いです。 
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